
 

 

４月から新しく活動を始めた「己書道場」 

についてご紹介します。 

己書とは、筆ペンを使って文字を絵の様に描く書

画で、「上手」とか「キレイ」を目指すのではなく、

味のある文字や作品を楽しみます。 

ちょっとしたコツをつかめば誰でも楽しめて、脳

を活性化させ、心もほっこり、笑顔になれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

６日 (月)  １３時３０分～ 

★移動図書館青い鳥号 

７日・２１日（火） 

１５時１０分～１５時５０分 

★回転木馬 

８日（水） １０時００分～ 

 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★人権のつどい日 

１１日（土）１０時００分～１１時３０分 

★ゆめ喫茶 

１０日（金）１０時００分～１２時００分 

 

 

 

 

                                

 

 

  

 

6 月の「人権のつどい日」は、西条市西条公民館長 津嶋 和江さんの「心地よく

生きる～つながり愛、かたり愛、えがお輝く地域づくり～」と題したお話でした。 

津嶋館長さんは、新居浜市で社会人のスタートを切られた後、西条市公民館嘱託主

事、西条市役所職員として図書館、社会教育課で勤務され、ご退職後に現職を務めら

れています。 

演題にもある「心地よく生きる」とは、目の前の人を思いやり、喜ばせること、つ

まり、自分に軸を置くのではなく、相手に軸を置くことだと津嶋さんはおっしゃられ

ていました。自分から相手に軸を移すこと、相手を笑顔にするという思いが、「心地よ

く生きる」ことだそうです。お話が進むにつれ、この思いが、公民館のすべての行事・

活動の根底に流れていると思いました。 

津嶋さんにとっての公民館とは、地域における社会教育の拠点であるととともに、

「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」という、人・地域を育てる場、地域の課題を解決 

できる場、そのための事業ができる場だということでした。 

西条公民館では、公民館を知らせるミュージカルの上演、高校留学生との交流、日

本語指導者養成講座、国際交流講座、外国人児童の就学支援、にほんご未来塾、人権

カフェ、人権・同和教育小地域懇談会…など、多くの行事・活動がなされてきたそう

です。また、語りあいが学びの最前線であるという考えから、語りあい、学び続ける

ことを大切にした人権教育が進められているということでした。 

多くの行事・活動がなされていますが、たまたま新幹線で隣り合わせたペルー人女

性の思いに寄り添うことから、国際交流講座が始まったそうです。そして、その国際

交流講座に参加した子どもとの出会いから外国人児童の就学支援につながったそうで

す。行事・活動ありきではなく、人との出会い、思いを受け止め、寄り添うことから

行事・活動が始まった…まさに相手に軸を置いた行事・活動だと言えます。 

最後に津嶋さんは、「誰一人取り残さない社会」とは 

「あったかいなあ…」と感じる社会であり、「笑顔」 

がある社会だとおっしゃられていました。そこでは、 

一人ひとりが生かされ、生きることに意味を持たせ 

「希望があり、勇気が生まれる」ともおっしゃられ 

ていました。 

 

 

 

２０２６(令和８)年 

 

瀬戸会館活動連絡協議会（ゆめじゅく会）では、資

源ごみの回収を行っています。 

回収品目は、新聞紙・段ボール・雑誌類・アルミ缶

（スチールは不可）です。資源ごみがございました

ら、瀬戸会館までお持ちいただければと思います。 

回収場所は、自転車置き場の一角に設けておりま

す。現在もたくさんのご協力を頂いていますが、今

後も皆様のご協力をお願いします。 

※上記以外の品目は回収しておりません。 

※また集積場の北側では、「発泡スチロール」の回収 

も同時におこなっております。是非ご利用ください。 

発泡スチロール＆食品トレーOK 

スチール缶× 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の文章は、2005年に女優の栗山千明 

さんを起用し「命の大切さ・コミュニケーション 

を通して」をテーマとした、公益社団法人ＡＣ 

ジャパンのＣＭの中の台詞です。ＴＶで何度か 

流れたので、覚えておいでの方もいらっしゃる 

でしょう。 

 「誰かに必要とされている」「大切に思われ 

ている」という認識は、人が、人として「生きて 

いく」土台となるものです。人間は誰しも相互 

の「関係性」の中で生きています。それを回りくどく表現するのではなく、静かな、しかし、確

かな心の叫びとしてずばりと表現しているように感じます。 

 改めて考えてみると、「命は大切だ」と「あなたが大切だ」という言葉の間には大きな違い

があるのですが、これほどまでの違いは、一体どこにあるのでしょうか。「命」という一般に

向けた言葉より、「あなた」という個人に向けた言葉の方が、心に届くということでしょうか。 

 「大切なのは言葉よりも行動だ」と言われることがあります。これを万事に当てはめるには

違和感があります。言葉というのは人間の偉大な創造物であるだけでなく、「言う」というこ

と自体がひとつの「行動」なのではないかと思うからです。この違和感と、冒頭のＣＭの台

詞を重ねたとき、少しだけ何かが分かった気がしました。意図的な「行動」には、それを行う

目的と、それを行うことによる効果があるはずです。「言う」というのが「行動」だとすれば、

そこにはどんな目的が、そしてどんな効果があるのでしょう。 

言う内容や状況によってそれぞれ違いがあるのは自明なことです。では、「命は大切だ」

と言う行動と「あなたは大切だ」と言う行動の間にはどのような目的と効果の違いがあるで

しょうか。生きることに悩む人に、「命は大切だ」と言うことは、単なる哲学の説明、悪くすれ

ば説教です。誰でもそのくらいは分かっている、そのような観念をただ示されただけで、悩み

が解消されるなどあり得ません。それでは、「あなたが大切だ」と言われたらどうでしょう。目

の前の人が、自分を受け入れ、尊重してくれていると感じるのではないでしょうか。「あなた

は大切だ」と言うことは、人をありのままに受け入れ、尊重する行動といえるでしょう。 

 これは、ちょっとした表現の違いが大きな効果の差異をもたらすと、そういうことではありま

せん。「言う」ことを「行動」として理解すれば、「命は大切だ」と言うことと「あなたが大切

だ」と言うこととでは、あまりにも「行動」としての性質が異なります。 

 「あなたが大切だ」、このことを伝えることは、難しいことではありません。その一言に、どれ

だけ安心し、不安を拭え、明日もがんばってみようかなという気持ちに繋げることができるの

でしょう。言葉に出すのは照れくさいかもしれません。でも、このようなことは、思っていても

なかなか伝わらないこともあります。どうでしょう、これを読んでいただいた後にでも、あな

たの大切な人に「あなたが大切だ」と伝えてみてはいかがですか。 

 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行って 

います。 

お気軽にご相談ください。 

※６月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸会館 HP 

命
は
大
切
だ
。 

命
を
大
切
に
。 

そ
ん
な
こ
と
、 

何
千
、
何
万
回 

言
わ
れ
る
よ
り
、 

「
あ
な
た
が
大
切
だ
」 

誰
か
が 

そ
う
言
っ
て
く
れ
た
ら
、

そ
れ
だ
け
で
、  

生
き
て
い
け
る
。 


